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犧ご蜘蛛こ' じ關する若干の脅料 

〔日本產犧類覺ぇ書（4)〕 

岡野喜久麼 

沼津市白银町169 


「鱗と蜘蛛に關ナる資料」と言へば、大體2クの事が直ぐ類にをぶ。第1に巧をの玻圃、 
第2に蜘鍊の絹にか iw つておとなる鶴の目錄である。おは上記の事に關してを卞のを料を 
持ちをはせてゐるので化下に記述して窗く〇御參考にもなれぱ幸である。 

X X 

日本じがけ3、礫と蜘蛛卜の戰闕じ關する觀察資料と言ふものは殆んど皆無 
の狀態で、單じ昭禾口12年（1937)、小松敏を巧の發おされた r トビイロケア y 
の蜘蛛な擊觀察記」〔昆蟲化界、 XLI -2 (PP. 29-31)、3 (PP.27 -28))の1篇 
が見られるのみであらう0しかしこの報たとても自然の狀规じがける觀樂では 
なく人爲的に戰闘を巧はしめた報吿であるからじは不ホみであり、不滿おであ 
る0 

この他先頃出た矢坚 f 宗幹巧の「驗の世界」（岩波書店）じ「麟の形に自分を似 
せておき麟じ近づいて捕つて食ふものがある 0 蜘蛛の中にアリグモと言ふ類が 
あるが、これがそれである」 （P.214) と書いてあが、前記小あ巧文中にも r 日 
本產のものじついてはハへトリグモの Myrmarachn^ 廬じついて一般じ驗や撥 
の巢をな擊すると億ぜられてねる様ではあるが雜かな文獻もなく、筆者のクロ 
アリグモ Myrmarachne innermichelis Boesenberg et Strand の觀察 (1936) \Z 
據ればぶ様な事實は認められなかつた J (PP.29 - 30) とあ若如く、をして义お 
の場をでら現をまでの觀察じてもホだをの樣な場商には遭、遇してねない。 

〔1〕蝶がを擊する場合 

Acta Xrachnoto<rica Vol. I 五，： N 化 .172 (1941) 
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ta ) 單獨として： 

昭が19年3り29日、靜岡縣當壬郡おが村•萬對の近くの離木林の中をホい[ゐ 
た0春とはいへ、未だ木々は冬のま、のをであつたし、地卸は巧葉に婚れてゐ 
た0 

夕分中後2時頃であつただらう、おはをこじ奇妙'な光-景を見巧した 0 - -目散 
じ謹げてゆく、蜘蛛としては稍々小形（大さ Icm 穂）の1頭の蜘蛛目がけて、 
をれよらはみし小形な1頭の鱗がこれ又すばらしい速度で藥進して巧くのであ 
る。 をレて撥の速度優ら、追綻つたと見るや撥は何の撥塔なくをのま、の勢で 
敢がととびか、つて巧つた 0 兩をが1つの塊と合し、2〜3砂ゴソコ•ソもみあつ 
てねるかと見るや、突が蜘蛛は又逃げ始めた0しかし鱗はそこに取殘されて地 
上じひつく ！） 力、へつてあがいてゐる〇しかし鱗のあがいてむるのも、さう眞い 
時間ではない。多み4秒に滿たざる短時間だつた0ホの軟關じは巧びとび起き 
て蜘蛛の跡を追つた0しかし、目じもとまらぬ様な、ホ斷麟じはなかなか兒ら 
れぬこのすばらしい鱗の速度のホが度つたであらう、揮び蜘蛛は追ひつかれた。 
をして兩をは巧びとつくみ合つたが先と同樣じ蜘蛛は逃げ出し、麟ほ地上じひ 
つくち力、•へつてあがいてゐた〇をして少し後には起きあがつて宿び蜘蛛を追跡 
した……0 

同じ事が2おも3度も繰返された0この命とら合ひの「鬼ごつこ」はおが來 
る大みがから始つてねたのか、をれとも私が來る直前に起つたものなのか知ら 
化いが、 おが見てむた聞だけでも10回近く繰返しただらう0しかし後から考へ 
れば甚だ巧念だつたこの又となシ、好機貪をおは自み宮蹲ぶち壌してしまつた0 

採集家の惡い癖である。私はをの觀察の結果を見る事よらも、この蜘蛛を巧 
る撥はどんな珍しい種だ,らうえ、、もし逃したらといふ愈れの爲、この兩をの爭 
鬧を終！）まで見とどけない內じ撥を毒管にすばやく投げをんでしまつたのであ 
る0觀察はお切れトンボの儘これでォジャンである0最後にうまく獅蛛を仕止 
めたであらう力、、今考へても最後まで見とどけなかつたのは甚だ殘念だつた0 
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礫は Lasius ni - er じ廢する1巧補（か變穗）と思はれるが、この犧の近緣を 
のみ類は甚だ複雑にして難しい0未だ正しき®率;を得られない所なである〇贼 I 
蛛は探集しないので判らないが多みキクグキドクグモのが體だらう0 

さて先の駿が地こて數秒の間、ひつ、’ b 返つてあがくのは何故だらう力、0 
ホの事（り蜘蛛に;蹲まれるかした場を、蜘蛛の齒じ毒があるため苦しむ、 （2) 
蜘蛛じとびか、つた際、網をれきかけられる;一が考へられる0しかし （1) の 
場をとしてはこの蜘蛛が毒を持つてねるかをか判らぬが持つてゐない物と思は 
れる〇もし持つてるても、をの毒の爲だつたらだんだん弱つてゆくだらうが、 
この場をじはをの樣な樣をは見られなかつた0私は （2) の場合と考へる、をれ 
もロカ、ら化き出す蜘蛛は極く特殊の物の如くだから腹部の絲鎭器から巧す事は 
巧であらう、私はそれに就て觀察してねないがさう推測した。 

か）藥團として： 

おの衆の庭の一隅じ•根ホの附煮したかなら太い Podocorpus chinensis Wall . 
マ キの木がある〇をの西側の1本の地上 Im 弓 Ocm 化の所に巧來たかなら大きな 
洞狀 （？） のギグ跡がある0昭ネロ18年8巧23目、そのマキの木の前で磯の觀察を 
してをつた巧、をの西側のマギのキグ跡に張られがち網に1頭 （？） の Camp - 
〇れ otus caryae var . quadrinotatus Fore ! ヨツボシオホアリと 2 — 3 頭 （ 9 ) の〇 
reniatogaster bboriosa 卜 . Smith トビ イロ シリアゲアリが懸 つて ゐたり をして 
锅よく見るとその店網に夕數の トピ イロ シリア ゲア y が集つてゐた〇おはこれ 

を-ョッボシオホアリが誤つて網じか、つて蜘蛛のおとなつたをの巧駭を卜 

ビイロ シリ 7ゲアリ2 — 3頭が見附けて辟としてひいてゆかうとして礫牲になつ 
たもので、網の周 b じ集つたトビ イロ シリアゲアリは仲間を樂した巧網のまを 
攻撃してゐるのだと考へた（この様な事を小松をはトビ イロ ヶアリじて實驗さ 
れた ）0 そしてしばらく經つて蜘揀はトビ イ〇 シリアダ アリ のな擊の爲、遂に 
ゐた、まらなくなつたのカタは私が觸いてむたのを知つて力、網から ぬけだして 
をを傳つて地 h へ逃げ去つた0 



( 5 了） 

蜘蛛は採集しないので種をは判らぬが Tegenaria sp . 又は Agelena sp . と思 
考される0 

〔の蜘蛛がを擊する場合 

昭 ネロ 19年3巧下旬、はつき！）した日はノ —卜してない0私は沼津ホ香貫山の 
西南へ派出した（お津の中よら眺めた時、東屢のある：）屋根の、国動寧道路 
から少し入つた巧で變な物がうごめいてゆくのじお會つた〇何かしらと思つて 
よく見る とハへ トリ グモの 1穂がォ ホス•ァヵァリ Pheidole nodus F . Smith の 
兵犧 1 頭を嗤へてゆく のだった。 

蜘蛛は採集しなかつたが Hyilus lamperti ラムペルトハへトリ又は近緣種で 
はなかつたかと思ふ。麟を狩る蜘蛛は Myrmarachne の類ではなく、普通のハ 
へトリグモ類をれも大形な貪食な穂ではないかと思ふ0 

X X 

蜘蛛の巢じ懸つてむる犧じ關する奸こ意は極く最近からで、，その爲次の1例一 
昭和19年8巧18曰、靜岡縣駿東郡愛瞧林靑出 f •じてヒメダモの1穂 (Theridion 

sp .) の 網じ4 一 5頭 （？） の トビィロシリァゲァリが懸つてゐた -をしか擧げ 

巧ないので今回は序までに附記してをくが、正式には稿を更めて後日書かせて 
いただく事じする0 



